
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
蔵
「
如
意
輪
観
音
像
」
に
つい
て

　
　
　―
在
米
の
大
安
寺
関
連
絵
画
―

話題

　当
館
学
芸
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
長

　北
澤

　菜
月

　
筆
者
は
本
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
専
門
職
員
等
在
外
派
遣
研
修
」
の
た
め
米
国

の
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
に
滞
在
し
た
。
今
回
の
研
修
は
博
物
館
職
員
と
し
て
、
海
外
の
博
物
館
運
営

の
現
状
を
学
ぶ
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
作
品
調
査
の
許
可
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
博
物
館
運
営
に
関
す
る
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
別
に
報
告
の
機
会
が
あ
る
の
で
（『
博
物
館

研
究
』八
月
号
に
掲
載
予
定
）、こ
こ
で
は
当
館
で
昨
年
春
に
開
催
し
た
特
別
展「
大
安
寺
の
す
べ
て
」

に
関
連
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
所
蔵
の
絵
画
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
本
図
（
図
１
）
は
絹
本
著
色
の
絵
画
で
、
縦
三
五
・
五
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小

幅
で
あ
る
。
絵
の
支
持
体
と
な
る
絹
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
絵
を
描
く
た
め
の
絹
（
画
絹
）
で
な
く
、

平
絹
と
呼
ば
れ
る
一
般
的
な
絹
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
金
色
の
身
体
で
六
本
の
腕
を
持

つ
如
意
輪
観
音
が
波
間
の
岩
場
に
座
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
観
音
が
そ
の
住
処
で
あ
る
補

陀
落
山
に
在
る
様
子
で
、
こ
う
し
た
画
像
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
作
例
が
多
数
知
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
本
図
に
つ
い
て
は
特
に
左
側
に
金
泥
で
記
さ
れ
た
文
字
が
注
目
さ
れ
る
。
書
き
起
こ

す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　「
□
□
年
五
丁
　
　
丑

□
月
廿
二
日
　
和
州
於
大
安
寺
書
之
」「
豊
敏
（
花
押
）」

　
残
念
な
が
ら
文
頭
の
元
号
は
薄
れ
て
見
え
な
い
が
、「
五
年
」
の
干
支
が
「
丁
丑
」
と
な
る
中
世

の
元
号
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
あ
る
い
は
、
鎌
倉
時
代
の
建
保
五
年
（
一

二
一
七
）
に
限
ら
れ
、
本

図
の
絵
画
表
現
か
ら
、
本

図
の
成
立
が
鎌
倉
時
代
前

半
に
遡
る
と
は
考
え
難

く
、
年
記
は
前
者
の
天
正

五
年
に
絞
ら
れ
る
。
と
す

れ
ば
こ
の
記
述
は
、
こ
の

金
泥
銘
ま
た
は
絵
画
そ
の

も
の
を
、
天
正
五
年
に
豊

敏
と
い
う
名
の
僧
が
大
安
寺
で
記
し
た
（
ま
た
は
描
い
た
）
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
画
面
を
改
め
て
見
る
と
、
観
音
の
姿
が
画
面
の
中
心
で
は
な
く
、
右
寄
り
に
位
置
し
て
お
り
、
署

名
と
花
押
が
年
記
と
離
れ
て
左
下
に
大
き
く
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
署
名
と
花
押

の
位
置
は
、
こ
の
種
の
如
意
輪
観
音
像
で
は
通
例
、
龍
王
や
善
財
童
子
の
よ
う
な
、
観
音
を
礼
拝
す

る
者
が
描
か
れ
る
場
所
で
あ
り
、
本
図
の
署
名
は
そ
れ
を
意
識
し
た
配
置
と
想
像
さ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
仏
画
の
画
面
中
に
署
名
と
花
押
を
記
す
の
は
珍
し
い
が
、
本
図
の
類
例
と
し
て
、
や
は

り
在
米
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（the John C

. W
eber Collection

）
に
含
ま
れ
る
「
地
蔵
菩
薩

来
迎
図
」
が
あ
る
。
こ
の
絵
画
で
は
雲
に
乗
る
地
蔵
の
視
線
の
先
に
尭
範
と
い
う
僧
の
署
名
と
花
押

が
記
さ
れ
、
自
ら
の
死
後
の
救
済
を
願
う
生
前
の
供
養
の
た
め
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
来
迎
を
受
け
る
者
が
描
か
れ
る
場
所
に
署
名
と
花
押
が
配
置
さ
れ
た
と
い
え
る
。
尭
範
は
周

辺
史
料
か
ら
十
六
世
紀
に
活
躍
し
た
興
福
寺
僧
と
知
ら
れ
る
か
ら
、「
如
意
輪
観
音
像
」
と
同
様
に
、

十
六
世
紀
の
南
都
で
画
中
に
署
名
と
花
押
を
記
す
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
豊
敏
と
い
う
人
物
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
大
阪
の
壺
井
八
幡
宮
伝
来
文
書
（
壺
井

文
書
）
に
、「
求
法
縁
起
」
と
題
さ
れ
た
豊
敏
の
史
料
が
あ
っ
た
こ
と
が
影
写
本
か
ら
知
ら
れ
る
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）。
そ
こ
に
記
さ
れ
る
花
押
は
本
図
の
も
の
に
よ
く
一

致
し
、
同
一
人
物
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
奈
良
時
代
に
は
イ
ン
ド
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
僧
が
集
う
、
国
際
的
な
最
新
仏
教
の
学
び

の
場
で
あ
っ
た
大
安
寺
は
、
鎌
倉
時
代
ま
で
に
は
興
福
寺
や
東
大
寺
、
西
大
寺
に
よ
り
支
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
室
町
時
代
以
降
近
世
ま
で
の
間
、
天
災
も
あ
っ
て
伽
藍
は
衰
退
す
る
こ
と
に

な
る
。
天
正
五
年
の
大
安
寺
は
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
の
大
地
震
の
後
、
復
興
ま
ま
な
ら
ず
の

状
況
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
大
安
寺
の
様
相
は
示
す
資
料
は
少
な
く
、
本
図
は
天

正
年
間
の
大
安
寺
に
関
す
る
稀
有
な
資
料
と
し
て
貴
重
と
い
え
よ
う
。
ま
た
室
町
時
代
の
大
安
寺
に

は
、
大
安
寺
絵
所
と
い
う
絵
師
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
が
史
料
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
と

認
め
ら
れ
る
作
例
は
現
在
知
ら
れ
な
い
。
豊
敏
の
実
態
と
あ
わ
せ
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
が
、
本
図
が
大
安
寺
絵
所
の
作
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
得
よ
う
。

　
本
図
は
一
九
九
二
年
に
東
京
の
古
美
術
商
（
ロ
ン
ド
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
か
ら
購
入
さ
れ
、
長

ら
く
米
国
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（Sylvan B

arnet and W
illiam

 B
urto Collection

） 

で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
改
め
て
大
安
寺
と
の
縁
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
を
、
本
図
を
大
切
に
伝
え
て
き
た
方
々

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
う
。

Credit Line: H
arvard A

rt M
useum

s/A
rthur M

. Sackler M
useum

, Gift of Sylvan Barnet and W
illiam

 Burto

図
１
　
如
意
輪
観
音
像
　
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
蔵（2014.146

）


